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集まって話したい！やっぱり交流しなくちゃ
各専門部大会・総会　オンラインで開催！
女性部…６／18　　事務職員部…６／25　　　　　　　　　　
養護教員部・栄養教職員部・青年部・障がい児教育部…７／２

　21年度に引き続き、コロナ禍での参加者への配慮から、各専門部大会・総会は、オンラインで開催しました。
　各専門部で抱える課題や職場の悩みなど、仲間と共感し、共有することができました。オンラインではありましたが、
交流することの大切さを改めて感じました。出された意見は、秋の県教委交渉や専門部交渉に活かしていきます。

実質０円

東北労働金庫

ご利用手数料はいったんご負担いた
だく場合がありますが、即時キャッ
シュバックいたします。

ろうきんのキャッシュカードなら
ATMお引き出し手数料が

　オンライン開催だからこそ、今まで参加できなかっ
た仲間のみなさんの参加があり、様々な意見をいただ
きました。

○コロナ禍でも各支部で様々な学習・交流会を実施。
（アロマキャンドル、生け花、フラワーアレンジメ
ント、コミュニケーションスキル等）
○養護教員や事務職員等の一人職が妊娠した場合の代
替措置の必要性を痛感。中学校体育代替のような制
度を！
○初任研が大変。研究授業だけでなく報告書作成等で
も苦労している。負担軽減を！

○共同連携実施を導入した本来の目的が分かっていな
い管理職がいる。過重労働にならないようにした
い。町村またぎの問題も出てきている。
○給食費に対する補助や無料化が進んできている。事
務職員の業務が煩雑になることも事実。公会計化を
進めていくべき。
○支部で集まれなかったので、情報共有ができなかっ
た。

○このところの暑さで調理室での業務が大きな負担。老朽化施設の改善が急務。
○給食費の補助に関する業務が煩雑になり、食教育に専念できない。公会計への移行を進めて
ほしい。
○食教育でもICTを活用したいが、栄養教職員にはタブレットが支給されていない。早急に支
給してほしい。

○フッ化物洗口を中止していたが、再開することに
なってしまった。希釈や消毒に多くの時間がかかる
のに、「ボトルの本数を増やして」と担任から要望
される。危険性も含め、理解されないことが多い。
○給食業務、保健室登校対応など、健診と並行して
行っている。同僚と話すどころか、座る時間すらな
いこともある。
○校務支援システム導入
による負担増。
　出欠入力は養護教員の
仕事なの？？？

女性部

事務職員部

栄養教職員部

養護教員部

2面に
続く！
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○小学校の自閉症・情緒学級では、一人ひとりの学力
差が大きく、担任一人で指導するには限界がある。
支援員等のサポートが必要。しかし、通常学級でも
支援員を必要としている。もっと人が欲しい。
○中学校の自閉症・情緒学級の悩みは、教科指導と進
路指導。免外の指導は基本的にできない。進路も個
人の特性・学力が異なるので、とても困る。

○初任研と学校行事が重なり、初任研優先になってし
まうことがある。学級を離れるのがつらい。
○「若い」ということでICT担当に。世代間のギャッ
プに戸惑っている。
○人事評価を気にしてやりたいことを我慢する青年が
いる。評価を気にせず、挑戦してほしい。
○小規模校なのに職員
間の連絡調整がうま
くいかない。長時間
働く人が「偉い」と
いう雰囲気があるが、
納得できない。

障がい児教育部

青年部
専門部大会・総会つづき

学校現場の働き方について、本当の実態を文科省へ！
　給特法７条が改正され、２年が経過しました。改正された結果、どの程度時間外勤務時間の短縮が実現してい
るかを調査するため、今年８月、10月、11月に文部科学省が教員勤務実態調査を実施する予定です。日教組では、
６月17日、文科省へ精確な勤務時間把握を求めました。特に、確認した内容は次の通りです。

①　土日を含めた連続する７日間の実態調査となる。時間外勤務時間も含めて把握する仕組み。
②　休憩時間は、実際に休憩できた時間を分単位で記載する。
③　休日出勤、部活動も時間外在校等時間として記載する。

　今回の教育新聞と一緒に、分会掲示ポスターを配布します。ぜひ、掲示してください。
　福島県内でも、抽出で実態調査が行われる予定です。調査の対象となったみなさん、今
後の働き方改革につながるよう、精確な実態を記載してください。若い世代の仲間が定年
まで働けるような職場をつくるために、文科省に学校現場の実態を届けましょう。

「やることがいつも山積み。夜遅くまでやっても終わらない…。」
「『若いんだから』と言われても、できないことってあるんだけど…。」
「ひとり職だから、職場で困ったときに相談できる人がいなくて…。」
「コロナウイルスの影響っていつまで続くのかな…。」
「定年延長？　このまま働き続けていけるのかな…。」

青年層の声を県教組へ！
～青年部アンケートを実施します～

　多くの青年層が悩みや思いを抱えながら、毎日を過ごしていることと思います。青年層の働き方について多く
の声を集め、年末の県教委交渉などにむけて取り組んでいきたいと思います。

・こちらの二次元コードにアクセスし、回答してください。分会名や氏名の入力は任意です。
・組合員はもちろんのこと、まだ組合に加入していない青年層にも、分会で積極的に声をかけ
て回答してもらってください。組合加入のひとつのきっかけとなるかもしれません。
・対象は35歳以下の方です。

・回答締め切りは、9月10日（土）とします。多くの声を寄せてください！
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みんなのひろば みんなのひろば

みんなのひろば
～暑い夏限定～

　福島のお酒が、全国新酒鑑評会にて金賞受賞数９回連続日本一
になりましたね！今年の夏も福島のお酒が熱いです
　金賞を受賞した会津中将さんの夏限定酒といえば、金魚ラベル
の夏吟醸。軽やかな甘味とほのかな苦味、低アルコールで夏に
ぴったり。
　天明の花火のラベルも夏らしいですね。さらさら
純米の名前通り、サラサラと飲みやすい一杯です！
　新型コロナウイルス感染症の第７波といわれてい
ますが、夏の一杯でおうちでも涼しくリフレッシュ
できそうです。

第44回日教組東北ブロック

青年教育労働者研究集会
第35回日教組東北ブロック

カリキュラム編成講座
TOPPA塾　教員採用試験

二次試験対策講座

日 時　８月20日（土）
　　　　12：45～
会 場
　パルセいいざか（講演会）
　あづま荘（分散会・交流会）
内 容
　震災から11年
　福島（双葉支部）の
　　　　これまでといま（仮）
※８月21日（日）は双葉地域の被災
地フィールドツアーを予定して
います（任意参加）

　申込〆切：７月29日（金）

日 時　８月27日（土）
　　　　13：00～
会 場
　対面開催：福島県教育会館
　サテライト：いわき教育会館
講演会
　「学校」をつくり直す
　 　　講師　苫野　一徳さん

～子どもたちが自由に生きたい
ように生きられるようになる
ための力を育む～

　申込〆切：８月５日（金）

日 時　９月３日（土）
　　　　17：30～19：30
会 場
　オンライン
内 容
　小論文・面接・模擬授業の

対策講座を行います！
組合員の方受講料無料
※組合未加入の方は受講料2,000円
です。

　申込〆切：８月26日（金）

電話または、チラシの参加申込用紙のFAXにてお申込み チラシ二次元コード or FAXでお申込み
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